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1
　多くの評論家が指摘しているように、Don　DeLillo（1936～）のWhite
．〈lo　ise（1985）には、　Jean　Baudrillardのポストモダン理論が援用されて
おり、その作品世界には後期資本主義における消費社会の在り様が再現さ
れているといえる1）。Douglas　Kellnerは、　Baudrillardの想定する社会
とは、「シミュレーションやイメージと記号の戯れをめぐって形成される」
「コード・モデル・記号がシミュレーションを規則とする新しい社会秩序
の形成の原理となる状況」であり、そこでは「経済、政治、社会生活、文
化はすべてシミュレーションの論理によって支配される」と解説してい
る2）。このようなコード・モデル・記号に支配されたフラクタルな世界に
おいて、従来のリアリズム的な、直線的な物語はその特権的な地位を失い、
少なくとも「大きな物語」として語られることは難しくなってきている。
翻ってPVhite　Noiseを見ると、プロットらしいプロットはなく、「目的の
ない日々」（these　aimless　days　18）を地で行く主人公Jack　Gladny　一
家の生活をはじめ、様々なディテールが積み重ねられるように構成され、
展開されていく構成が採られている。Frank　Lentricchiaは「小説にプロ
ットがないと言われる通常の意味で、Mlhite　Noiseにはプロットがない」
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（ln　the　usual　sense　of　what　it　means　to　say　that　a　novel　has　plot，
VVhite　1＞bise　has　no　plot．）3）と述べ、むしろ「プロットがないこと」
（plotelessness）こそ作品の特徴をなしていると指摘している。だが、中
心的なプロットに直線的な構成が欠けていることと、物語自体にある種の
構造を存在することは勿論矛盾しない。実際にTom　LeClairは、　White
Noiseを含むDeLilloの諸作品には「円環」（loop）的な構造があると論
じている4）。また、作中で登場するケーブルTV等のネットワークのモデ
ルを鑑みても、このような形で物語内にある種のパターンを見出し、全体
像を把握することは可能と思われる。そこで本論では、作中に登場するオ
カルト的要素の中でも、タブロイドを賑わせるUFOや宇宙人といったも
のとはやや異なる形で描かれ、物語に神秘的な影を落とす「デジャ・ヴ」
（deijd　vu）に注目し、その独特の因果関係を構築するメカニズムを敷術し
て、物語の展開や作品のテーマとの関係を類推、考察していく。
2
　MZhite　1＞biseにおいて「デジャ・ヴ」は、第2部‘The　Airborne　Toxic
Event’に、輸送中の事故によって漏れ出す有毒な化学物質Nyodene　D
の汚染症状として登場する。「デジャ・ヴ」は事故発生直後に症状として
ラジオを通じて報道され、事態が進展するに連れて、別の症状へと取って
変わられる。しかし、Jackの家族の中でも2人の娘DeniseとSteffie、
そして妻のBabetteが、避難所で起こるはずのないデ・ジャヴの症状を
訴えることになる。化学物質による汚染と「デジャ・ヴ」の因果関係は明
らかにはされないが、Jackは発症の原因を「デジャ・ヴ」が汚染の症状
であるという報道を聞いたか、否かに求めようとする。この反応は、作品
内のポストモダン社会において、メディアによる媒介（mediation）がい
かに人間の「現実」を作り上げ、「認識」を操作するか、そして、Jackが
そうしたメカニズムに捕えられているかを雄弁に物語るものといえるだろ
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う。
　さてこの場面には同僚MurrayがJackに語る「デジャ・ヴ」のメカニ
ズムに関する解説（‘a　theory　about　deijd　vu’）も登場する。
　“Why　do　we　think　these　things　happened　before？Simple．
They　did　happen　before，　in　our　minds，　as　visions　of　the　future．
Because　there　are　precognitions，　we　can’t　fit　the　material　into
our　system　of　consciousness　as　it　is　now　structured．　This　is
basically　supernatural　stuff．　We’re　seeing　into　the　future　but
haven’t　learned　how　to　process　the　experience．　So　it　stays
hidden　until　the　precognition　comes　true，　until　we　come　face　to
face　with　the　event．　Now　we　are　free　to　remember　it，　to
experience　it　as　familiar　material．”（151）（下線引用者）
下線部の解説は以下の2つの点でとりわけ興味深い。ひとっはこれがポス
トモダン的（或いはポスト構造主義的）な世界観を反映しうる点である。
「私たちの意識のシステム」（our　system　of　consciousness）が、記号と
コード、モデルによって織り上げられた「現実」を捉えるものであるなら
ば、「予知」（precognition）可能な地平は、そうした「現実」と並存す
る数ある接合点のひとっであり、潜在する別の「現実」と位置付けること
が可能であろう。言い換えるならば、記号とコード、モデルが現在の「現
実」からシフトしたときに、「予知」が可能なるという意味でもある（な
お、作中には‘true　deijd　vu’と‘bad　deijd　vu’が登場するが、このような視
点に立脚すれば理論的にどちらも存在可能で、その価値はコンテクストの
変化によると位置付けられる）。
　もうひとっは、「デジャ・ヴ」がこのような認識を巡る問題であるなら
ば、潜在的なものが顕在化する認識のメカニズムが、ある種の「デジャ・
ヴ」的な運動として捉えられる可能性が生じることである。例えば、ある
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無意識の運動が、何らかの認識システムのシフトによって、意識的な行為
として捉えられたとき、それはある意味で「デジャ・ヴ」に近いものとな
るのではないか。この「デジャ・ヴ」を巡る2っの特徴を結ぶのが、
White・Noiseにおいて散見される、反復的ともいえるイベントの類似性で
ある。
　Murray　SiskindとJack　Gladnyは、ポストモダン的な消費社会に対
する認識という点で、ある種の師弟関係を構成している。これは例えば
John　N．　Duvallが、　TVとスーパーマーケットの重要性をMurrayが
Jackに指南すると指摘していることからも明らかであろう5）。　Jackやそ
の家族の日常生活、消費行動、メディアへの反応、嗜好性、そして死さえ
も、Murrayによってほぼ同時進行的に分析され、解説され、それによっ
てJackは自分自身の行動や心性を理解し、更には自身の死の恐怖に立ち
向かうように導かれていくことになる。ただ、これは彼の行動のすべてが
Murrayに分析、解説されることも、また解説がないからといって、その
行動が規制されることも意味しない。むしろ、Jackの行動はMurrayの
解説に遥かに先んじて無意識的に行われ、反復された後に、「デジャ・ヴ」
として回帰する場合もある。例えば、“死に行く者に求められる態度”に
関するMurrayの発言をみてみたい。
　rm　saying　you　can’t　let　down　the　living　by　slipping　into
self－pity　and　despair．　People　will　depend　on　you　to　be　brave．
What　people　look　for　in　a　dying　friend　is　a　stubborn　kind　of
gravel－voiced　nobility，　a　refusal　to　give　in，　with　moments　of
indomitable　humor．（284）
Cornel　Boncaが指摘しているように、この死に臨む姿勢は、33章に登場
しJackに拳銃を渡すBabetteの父親Vernon　Dickeyの別れ際の態度に
他ならない6）。無頼な生き様を窺わせる前置きと最後に添えられたジョー
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クによって、VernonはBabetteを存分に笑わせてから去る。だが、死に
際した人物の毅然とした態度は、ここで始めて登場する訳ではなく、実際
には第1部の段階で既にJack自身によって、一度想像されていることを
忘れるべきではない。死亡記事から過去の偉人の死に思いを馳せ、Attila
the　Hunの死の場面を想像するくだりを挙げたい。
　Iwant　to　believe　he　was　not　afraid．　He　accepted　death　as　an
experience　that　flows　naturally　from　life，　a　wild　ride　through
the　forest，　as　would　befit　someone　known　as　the　Scourge　of
God．　This　is　how　it　ended　for　him，　with　his　attendants　cutting
off　their　hair　and　disfiguring　their　own　faces　in　barbarian
tribute，　as　the　camera　pulls　back　out　of　the　tent　and　pans　across
the　night　sky　of　the　fifth　century　A．　D．，　clear　and
uncontaminated，　bright－banded　with　shimmering　worlds．（100）
厳密に文脈と内容を検証するならば、AttilaはJackにとって身近な人物
ではなく、むしろHitlerのように死を超越する力を持つ（数多くの他人
の生命を奪った）歴史上の人物である。またユーモアに関しても、この直
前の部分で「このような弱音は吐かない」と述べられている程度で、後の
Murrayの発言をそのまま反復している訳ではない。だが、こうした差異
があるにせよ、ここでJackが死を毅然と受け入れる姿勢をひとっの指針
としていることは明らかである。引用の後半部のスペクタクル映画のカメ
ラワークを思わせる描写が示唆するように、Jackの中で無意識に作り上
げられたイメージだったものは、より身近なVernonの存在を経由して、
Murrayの解説で総括される。すなわち「デジャ・ヴ」的な運動によって、
死との対決姿勢が改めてJackに認識されていくともいえよう。これはこ
の後に、Jackが死を克服する最終的な手段として「殺人」へと向かうこ
と鑑みると一層興味深い。
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3
　さて、PVhite　Noiseの大きなテーマのひとっが、「死の恐怖」を巡るも
のであることは言を侯たない。前出のBoncaによれば、　White・Noiseに
描かれた「死」の在り方は、Ernst　BeckerのThe　Boole　of　Z）eαthに記さ
れた死の定義を下敷きにしているという。すなわち、死は“生きとして生
けるものに必然的に埋め込まれているもの”であり、人間は埋め込まれた
死より生じる恐怖から逃れるために行動するというものである7）。実際に
物語を読み進あると、少なくとも前半部において、JackはBabetteより
も長生きをしたいと考えているという以外には、上の定義以上に死が明確
に示されることはなく、むしろ漠然とした形で示されて続けていることに
気がつく。勿論、タブロイド紙の記事、学校での毒ガス流出事件、家族が
夢中になるテレビ番組、夫婦間で交わされる答えの出ない会話、様々な死
を巡る言説など、背景には細やかに死が織り込まれており、それはあたか
も老子的な遍在といってもいいほどである。だが、その多くが語り手
Jackの過剰なまでの死に対する恐怖や、そこから生じた過敏なリアクシ
ョンによって生み出されていることも確かである。実際に、Jackはあら
ゆるところに死との関連性を読み取っていくといっても過言ではない。第
1部では、第5章の‘the　myoclonic　jerk’や第11章冒頭の‘I　woke　in　the
grip　of　a　death’のように、　Jackが睡眠中に臨死状態、或いは擬似死状態
を経験する場面が何度か見受けられるが、これもまた物理的な圧迫以上に
深刻な心理的な抑圧を暗示していると捉えられるのかもしれない。ただ、
この段階で死は現実的なものではない。
　第2部に入り、‘The　Airborne　Toxic　Event’が発生すると、　Gladney
一家は流出した有毒な化学物質Nyodene　D．から逃れるために、車での避
難を余儀なくされる。Jackはその避難の最中、給油のために立ち寄った
ガソリンスタンドで化学物質に汚染され、「死を埋め込まれる」（That
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little　breath　of　Nyodene　has　planted　a　death　in　my　body．150）。かね
てから実体なき死の陰に怯え続けてきたJackにとって、この事件は死の
存在をより身近なものとして感じる大きな転機となる。
　だが、Jackに埋め込まれた死＝Nyodene　D。の性質やその症状に関す
る描写を改めて検証してみると、その死がいっこうに実体を帯びておらず、
むしろ依然として曖昧模糊としたものであることがわかる。例えば、主治
医のDr．　Chakravatyは、検診の結果、　Jackの体内のカリウム値の異常
を指摘するが、同時にそれが「偽りの上昇」（false　elevations　240）の可
能性があること、数値の上昇が示す意味もはっきりしないと伝える。また、
Dr．　Chakravatyの紹介で訪れる専門の検査機関Autumn　Harvest　Farm
においても、「漠然とした凝固」（anebulous　mass　280）が見られると伝
えられるだけで、検査結果がはっきりと示されることはない。そもそも汚
染された直後から、Nyodene　D．と死の関係性は曖昧である。最初に診察
をするSIMUVACの係員は、その潜伏期間を「地中では40年、人体で
は30年」（”Forty　years　in　the　soil，　Thirty　years　in　the　human　body．”
141）と述べ、それに対してJackは「じゃあ、この物質を克服するには、
80代まで生きなければならない訳だ。それからやっとリラックスできる」
（”So，　to　outlive　this　substance，　I　will　have　to　make　it　into　my
eighties．　Then　l　can　begin　to　relax．”）と応じるが、この「80代までい
っか死ぬ可能性がある」という状態は、実際には、誰もが迎える「死」と
何ら変わるところがない。既に述べたように、主治医や専門研究施設で詳
細な検査診断が、症状の不確実性を解消することがない点を鑑みると、余
計にJackにとっての死の曖昧さが際立ってくる。また、80代が人間の平
均寿命とほぼ同じであることを考慮すれば、Jackの発言の後半部は、年
齢を重ねると共に生への執着が薄れ、死を受容する心構えが整った老境の
穏やかな精神状態とほとんど変わりがないということも出来るだろう。
　ただ、ここで重要なのは、Jackが自分に死が埋め込まれたと自覚して
いることである。様々な専門家や専門機関という権威によってデータ化、
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数値化された客観的な診断結果を受け取り、それを通じてJackは死の恐
怖を認識し、より現実的かっ具体的に対処しなければならない問題として、
実際に立ち向かっていくようになる。勿論、Jackに下された診断結果が
実に曖昧であることは既に述べた。また、一見、客観的で具体的な数値や
データ、更には権威そのものに恣意性があり、それは例えば、シニフィエ
とシニフィアンの関係性の転倒といったテーマで、White　Noiseという作
品全体に底流していることは充分に注意しておく必要があることも明らか
である。だが、こうした問題含みであったとしても、Jackの死に対する
認識、更には死への恐怖を中心に構成された人生観そのものが、このイベ
ントを経てある種の変化をきたしていることは間違いない。
4
　体内に死を埋め込まれたことで認識の変更を余儀なくされたJackは、
第3部Dlyaramaにおいて、これまでとは異なる方法論によって、日常
的に付き纏う死の恐怖との対決を迫られることになる。専門機関からは具
体的な治療法も症状の進行具合も説明されないばかりか、これまでJack
に安心感を与えてくれた物質的な豊かさも、「死よりも大きい」存在だっ
たはずのHitlerの存在でさえも、必ずしも拠り所となりえなくなった状
況に、Babetteの裏切りが追い討ちをかける。死を恐れるあまり、その恐
怖をブロックする試験薬Dylarを手に入れるべく、開発責任者Mr．　Gray
と密会を重ねたと告白する妻。Jackが彼女に「Babetteらしさ」を強調
して虚しい説得を試みる場面は、享受していた安穏とした世界の崩壊を暗
示しているといえるだろう。
　だが、このDylarが死を埋め込まれたJackにとっての新たな希望とな
る。生に対する執着と妻を寝取ったMinkへの嫉妬、更には、彼の死に
対する並々ならぬ恐怖心とNyodene　D．による汚染を知るMurrayの哲
学的な示唆一他人の命を奪うことによって、自分自身の命を保証する
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　　　もあって、最終的にJackは、　Minkとの対決を決心し、　Varnonか
ら譲り受けた拳銃を手に、旧ドイツ人街を抜けてMinkが滞在するモー
テルへと向う。
　この場面において、Jackは事あるごとに「私の計画」（my　plan）に言
及しながら、Minkの殺害のプロットを進めていく。
　Idrove　past　three　times，　studying　the　scene，　and　parked　half
ablock　away，　in　the　rubble　under　the　roadway．　Then　I　walked
back　to　the　motel．　There　were　the　first　three　elements　in　my
plan．
　　Here　is　my　plan。　Drive　past　the　scene　several　times，　park
some　distance　from　the　scene，　go　back　on　foot，　locate　Mr．　Gray
under　his　real　name　or　an　alias，　shoot　him　three　times　in　the
viscera　for　maximum　pain，　clear　the　weapon　of　prints，　place　the
weapon　in　the　victim’s　staticky　halld，　find　a　crayon　or　lipstick
tube　and　scrawl　a　cryptic　suicide　note　on　the　full－length　mirror，
take　the　victim’s　supply　of　Dylar　tablets，　slip　back　to　the　car，
proceed　to　the　expressway　entrance，　head　east　toward
Blacksmith，　get　off　at　the　old　river　road，　park　Stover’s　car　in
Old　Man　Treadwall’s　garage，　shut　the　garage　door，　walk　home
in　the　rain　and　the　fog．（304）（下線引用者）
当初の計画は現場への乗りっけから、対象の特定、殺害、アリバイ工作、
後始末に至るまで、いかにもTVや映画に登場したような襲撃計画であ
るが、それだけに劇的で、アウトラインだけとはいえなかなか手堅いもの
である。だが、実際に計画が進行し、段階が進むと、この「私の計画」に
は、Jack自身の行動や置かれた状況に従って、ディテールが掘り下げら
れるなどの修正が加えられていく。このとき、「これが私の計画だった」
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（This　was　my　plan．）という言葉の後に語られる内容は、当初の計画と
は必ずしも一致しておらず、むしろ唐突に新たな情報を挿入される場合が
少なくない。「私の計画は素晴らしい」（My　plan　was　elegant．309）、
「私は自分の計画に妥協したくなかった。計画はよく練れたものだった」
（Ididn’t　want　to　compromise　the　plan．　The　plan　was　elaborate．311）
と、殊更に計画の順調な遂行が強調されるが、それは、自分の置かれた状
況を追認する形で、後から修正が加えられた結果に他ならないのである。
眼前の現実に対して、自分が抱いている計画に修正を加えることで、それ
を既に自分が認識していた「現実」として把握する一ここでJackが無
意識に行っていることは、まさに人工的に「デジャ・ヴ」を創り出す操作
といえるだろう。
　一方、この場面の背景に目をやると、Minkが滞在するうらぶれたモー
テルの部屋は、雑音と光、電磁波で満たされており、あたかもTVの内
部のような様相を呈している。その部屋の中で、Minkは音の出ないTV
を点けてソファーに座り、開発が失敗に終わったDlyarを次々と口に放
り込んでおり、口からは、音の出ないTVの代わりに放送電波受信する
ようにTV番組のナレーションや広告の断片が間断なく発せられている。
ポストモダン的世界に完全に没入し、自分自身もメディアとなったMink
を、Duvalは「Jackの慣れの果て」と指摘しているが、　JackとMinkと
の間には奇妙な共通点があり、この対決の場面においても、両者の共犯的
とも言うべき関係が存在し、部屋内に重層的な幻想空間を作り上げてい
る8）。
　二人にはDylarとBabetteという大きな共通点があるだけでなく、例
えば「部屋の振舞い」（Room　behavior）といった感覚も共有する関係に
ある。これは、JackはしばしばMinkの目線に立ち、彼の経歴や行動を
想像し、追体験することからも窺えるが、両者の感覚的な共有を物語る最
たるものは、やはり恐怖に対するリアクションといえるだろう。Jackは
対決の最中にBabetteから聞いたDylarの副作用を思い出し、それを
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Minkに試す。
　Irecalled　Babette’s　remarks　about　the　side　effects　of　the
medication．　I　said，　as　a　test，“Falling　plane．”
　He　looked　at　me，　gripping　the　arms　of　the　chair，　the　first
signs　of　panic　building　in　his　eyes．
　“Plunging　aircraft，”Isaid，　pronouncing　the　words　crisply，
authoritatively．
　He　kicked　off　his　sandals，　folded　himself　over　into　the
recommended　crash　position，　head　well　forward，　hands　clasped
behind　his　knees．　He　performed　the　maneuver　automatically，
with　a　double－jointed　collapsible　dexterity，　throwing　himself
into　it，　like　a　child　or　a　mine．　Interesting．　The　drug　not　only
caused　the　user　to　confuse　words　with　the　things　they　referred
to；it　made　him　act　in　a　somewhat　stylized　way．　I　watched　him
slumped　there，　trembling．（309）
JackはDlyarの副作用である死への恐怖を利用し、　Minkを追い詰める
が、このようなことが可能なのは、Jack自身がこうした恐怖を抱えてい
るからに他ならない。すなわち、両者とも「ある形式化されたやり方」
（in　a　somewhat　stylized　way）を共有する立場にあるのである。また、
Minkが目の前の不審人物よりも、　Dlyarの副作用によるバーチャルな感
覚により強く反応することからも、現実以上に形式化されたやり方に敏感
に反応するMinkの状態が浮かび上がってくる。それはJackも変わらな
い。自分の計画に傾倒するあまり、負傷したとはいえまだ生きている
Minkに弾の入った銃を渡した結果、彼はMinkから撃たれるのである。
　このMinkとJackの共犯関係によって作り上げられた重層的な幻想空
間を打ち破るのが、反撃による肉体的な痛みであることは注目に値する9）。
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　　The　world　collapsed　inward，　all　those　vivid　textures　and
connections　buried　in　mounds　of　ordinary　stuff．　I　was
disappointed．　Hurt，　stunned　and　disappointed．　What　had
happened　to　the　high　plane　of　energy　in　which　I’d　carried　out
my　scheme？The　pain　was　searing，　Blood　covered　my　forearm，
wrist　and　hand．　I　staggered　back，　moaning，　watching　blood　drip
from　the　tips　of　my　fingers．　I　was　troubled　and　confused．
Colored　dots　appeared　at　the　edge　of　my　field　of　vision．
Familiar　little　dancing　specks．　The　extra　dimensions，　the　super
perceptions，　were　reduced　to　visual　clutter，　a　whirling
miscellany，　meaningless．（313）
肉体的感覚によって眼を覚ます　　これは第1部の‘the　myoclonic　jerk’
を連想させるものといえるだろう10）。
　　That　night，　seconds　after　going　sleep，　I　seemed　to　fall　through
myself，　a　shallow　heart－stopping　plunge．　Jarred　awake，　I　stared
into　the　dark，　realizing　I’d　experienced　the　more　or　less　normal
muscular　contraction　known　as　the　myoclonic　jerk．　Is　this　what
it’s　like，　abrupt，　peremptory？Shouldn’t　death，　I　thought，　be　a
swan　dive，　graceful，　white－winged　and　slnooth，　leaving　the
surface　undisturbed？　（19）
‘the　myoclonic　jerk’が結局はJackを暗闇の中に取り残すように、　Mink
を狙撃し生命を奪う計画は、痛みによって目が覚めたときにJackを新た
な次元に導くようなことはない。後に残るのは失望だけである。しかも
Minkの狙撃の失敗は、‘the　myoclonic　jerk’という臨死体験において既
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に予告されていたのである。こう捉えることにより、Minkの狙撃は象徴
的な臨死体験と捉えられ可能性が生まれはしないだろうか。当初、死の恐
怖は漠然としているが、まず現実的な死を埋め込まれる体験を通じて、
Jackの中にそれを受容する下地が作られる。そして、次にMinkの反撃
による肉体的な痛みによって、改めてその存在が実感されると共に、以前
の体験もまた死の恐怖として位置付けられるのである。ここにおいて、死
の恐怖を巡る「デジャ・ヴ」的な体験の輪が閉じることになる。
5
前掲したMurrayによる「デジャ・ヴ」論には続きがある。
　“…Most　of　us　have　probably　seen　our　own　death　but　haven’t
known　how　to　make　the　material　surface．　Maybe　when　we　die，
the　first　thing　we’ll　say　is，‘Iknow　this　feeling．　I　was　here
before．’”　（151）
殺人未遂を起こしたにもかかわらず、Jackの日常は取り立てて変化もな
く過ぎていく。「デジャ・ヴ」論は、この結末の「変化の無さ」を示して
いるとはいえないだろうか。勿論、何も変化がなかった訳ではない。それ
は例えば、修道女が話すドイッ語に対する好感とそれまでのドイッ語に対
する生理的な嫌悪感を比較しても、また医師との関係の変化（それまでは
関心を引く必要があったが、今では診察を要請される）からも明らかであ
ろう。だが、「デジャ・ヴ」は、そうした変化を既知のもののヴァリエー
ションとして受容する作用でもある。このように「デジャ・ヴ」というモ
デルを通じてVVhite　Noiseを読むと、作品中に拡散した類似性の高いエ
ピソードの再検討や、幾つかのテーマが展開される過程をある程度想定で
きるようになると思われる。
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